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5．骨髄スキャン剤としての1111n・・C13の基礎的検

　　討
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　骨髄スキャン剤として，198Au－colloidや99mTc・・

Sulfa－colloidが使用されてきたが，最近1111n－Cl3

の有効性が言われている．われわれは臨床使用に

先立ち，1111n－C13の体内分布及びその時間的変化

について基礎的検討を行なった．

iiiln－C13によるラットのオートラジオグラムでは，

1111n－Cl　3投与後12時間目より脊椎全体にほぼ均

等な集積を認め，他臓器（肝，胃腸，および軟部

組織）にも広範に集積されている．5日目までの

経過では，骨髄及び諸臓器への集積状態に著明な

変化は認められなかった．

1111n－Cl3と99mTc－diphosphonoteのautoradiogram

比較では，前者では椎体にほぼ均等に集積するの

に対して，後者では椎体の辺縁に強く集積する．

これは，1111n－C13の骨髄への集積を示唆すると思

われ，99mTc一燐酸化合物の骨髄への集積の少い事

を示している．

　ラットの1111n－C13の臓器内分布測定によれば，

脾，腎，肝，骨髄の順に集積されたが，1日目に

骨髄と肝の集積量の逆転が認められ，この結果よ

りすれば，骨髄シンチグラムは24時間からみ8

時間（静注後）に行うことが良いと思われる．

　鈴木（東海大・放）　より取り込まれる部位にっ

いての疑問があり，山崎（東女医大・放）は照射例の

経験から赤芽球系への集積ではないかと　suggest

したが，われわれはオートグラム等で検討したが，

現在まで明確な返答をするに至っていない．
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　コロイド粒子を生体内に注入すると網内系細胞

でphagocyteされる．そしてほぼ肝に分布し，残

りが脾，骨髄，腎等へ集まるが，コロイド粒子の

違いによってその分布が異なる．198Au－coloid．

99mTc－phytate，99mTc－Sn－colloidの三種を用いた結

果脾／肺のとり込みの比はSn－colloidが最も大で

あった．また99mTc－S－colloidまたはSn－colloidに

よる肝スキャンで肺が描出された報告がみられ，

当科においても数例みられた．そこでわれわれは，

RIコロイド粒子の大きさの異なるものを用いて

肺／肝，脾／肝等の放射能比を求め比較検討した．

また生体の生理的状態が変化することによって肺

への取り込みが増大するといわれ，特にE．coliの

Endotoxin注入後の変動が大きいデータに基いて，

マウスを用いEndotoxin腹腔内注入後3時間の

肺／肝放射能の変動を検討した．Endotoxinの有無

による各臓器別比も検討した，結果はEndotoxin

を与えない場合単位重量当りの肺ノ肝放射能比は

99mTC－Sn－cOlloidが最も大きく，99mTc－phytate，

198Au－colloidの順に低くなる傾向がある．そして

Endotoxinを与えた場合にも三者共同様な傾向を

示すが，99mTc－Sn－colloidが最も著明な値を呈し

た．またRIを予め投与後Endotoxinを与えた場

合，肺／肝比に変動は認められない．これにっい

ては一度各臓器のRESで貧食されたものは他の

部位へ移動しないということを示唆している．

Endotoxinによってphagocytic　activityがRES全

体的に高まると思われるが肺に9FmTc－Sn－colloid

の集まりが特に多い点はEndotoxinによって肺の

macrophageが大きな粒子に著明に反応するため

の結果かもしれない．

Presented by Medical*Online


	0632



